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   ⒜「ゲンカン デ オマチクダサイ」 
   ⒝「ゲンカン デ オマチクダサイ」 
   ⒞「ホンバ ノ ディズニーランド ニ イッテミタイ」 

















 本研究では、⒝のような、フォーカスがある語に後続する助詞の音声的卓立に関する実験（Production Experiment 
I, Perception Experiment I）と、⒞のような、フォーカス語自身の語末の音声的卓立に関する実験（Production 
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